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高齢者が安心して暮らせる

まちを目指して

人 生80年時代を迎え、足立区もこれからは、
急速に 人口の高齢化が進むと予測さ れます。
区では 、長い人生をいきいきと心豊 かに暮 ら
せるよう、「福祉」、「保健・医療」、「生きがい、な
ど の施策を、総 合的 に計画し推進しています。
今回は 、現在区が建設中の、在宅福 祉と 連

携した社会福祉施設( 仮称) 東京 都足 立区 特
別養護老人ホーム扇( 高齢者在宅サ1 ビスセ
ンター併設) と、高齢者の住宅確 保のため 整
備中 の( 仮称) 東綾瀬二丁目高齢 者集合住宅
( シルバーピア東綾瀬) に ついて紹介します。

(
仮
称
)
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
扇

平
成
5
年
春
開
設

区
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
備

え
る
た
め
、
平
成
元
年
に
策
定

し
た
「
福
祉
総
合
計
画
」
に
基

つ
き
、建
設
を
進
め
て
き
た
(
仮

称
)
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
扇

を
、
平
成
5
年
春
に
開
設
し
ま

す
。「扇

」は
、所
在
地
扇
一
丁

目
5
2
番
、地
妛
丿
階
(
一
部
4

階
)
、地
下
―
階
、延
べ
床
面
積

が
、約
4
千
3
0
0
㎡
。入
所
定
I
B

は
7
6
人
。一
般
棟
の
ベ
ッ
ド
数

が
3
6
床
の
ぼ
か
、痴
呆
(
ち
ほ

う
)
性
高
齢
者
へ
の
き
め
こ
ま

か
な
配
慮
を
し
た
専
用
介
護
棟

に
、4
0床
の
ベ
ッ
ド
を
汲
置
し

ま
し
た
。

管
興
・
運
営
は
、社
会
福
祉

法
人
聖
風
会
に
委
茆
し
豕
罵
　
　

「扇
」は
、家
庭
で
の
介
護

が
困
難
な
訝
洫
ひ
や
、痴
呆

な
ど
の
高
齢
者
の
万
り
(
所
施

慇
牟
か

、
住
み
慣
れ
た
地
域

の
中
で
、
家
族
や
知
人
と
呑
易

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
新

し
い
牛
活
拠
卓
石

茗

こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
c

硝

』
に
は
地
域
福
祉
の
核

と
し
て

、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
淋
良
し

、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
痴
呆

性
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し

た
、
機
能
訓
練
や
各
種
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

、
シ
ョ
ー
ト

ー
ミ
ド
ル

ス
テ
イ
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
で
介
誕
に
あ
た

る
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
た

り
、
介
護
者
教
享
を
開
く
な
ど

施
設
を
地
域
に
開
放
し
ま

す
。

「
扇

」
の
開
設
に
よ
り
、
区

内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
4

ヵ
所
(「
足
ひ
新
生
薤
へ

紫
磨

園
匸

さ
の

」
に
続
く
)
と
な
り

ま
す

。

い
ず
れ
も
在
宅
福
祉
を
推
進

す
る
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
忻

戈
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
施

設
づ
く
叮
を
目
指
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

高
齢
者
福
祉
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹
※
な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
方

は
、
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

表1　 福祉事務所一覧

( 仮 称) 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 扇 完 成予 想 図

「
シ
ル
ハ
ー
ピ
ア
東
綾
瀬
」の

建
設
と
入
居
者
の
募
集

「
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
東
綾
瀬
」

は
、
区
が
民
間

の
集
台
住
宅
を

借
り
上
げ
て
、

住
宅
に
困
っ
て

い
る
I
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の

方
に
お
貸
し
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
住
宅

は
、
住
宅
内
の

段
差
を
な
く

し
、
干
歹
リ
を

取
り
付
け
る
な

ど
安
全
性
に
配

慮
す
る
と

と
も
に
、
緊
急
時
の

通
報
シ
ス
テ
ム
や
、
安
否
確
認

の
た
め
の
自
動
装
置
を

設
置
し

て
い
ま
す

。
ま
た
、
こ
の
住
宅

に
は
、
入
W

考
の
生
活
相
談
や

緊
急
時
の
対
心
な

ど
を
行
う
生

活
援
助
員
を
喪
戈
ま

す
。

□
募
集
要
項

入
居
資
格
　

次
の
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
万

▽
高
6
5歳
以

上
の
単
身

∵
区
内
に
引
き

愃

丿

年
以
上
居
住

▽
歩

气

胃
替
え
、
入
心

、
ト
イ

レ

、
炊
事
等
が
自
分
で
で
き

る

▽
現
在
、
民
間
の
賃
貸

住
宅
に
住
ん
で
い
て

、
立
ち

退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
な

ど
住
宅
に
困
っ
て
い
る
1

―

平
成
3

年
中
の
所
9

册

が

2
3
7万6

千
円
以
下

所
在
地
　
東
綾
瀬
2
1
3
1
2
2

募
集
戸
数
　
単
身
用
2
0
戸

募
集
期
間
　
1
0
月
1
2
日
(
月
)
　

～
1
0烈
(
百
(
金
)
、
た
だ
し

土
・
日
曜
日
は
淙
き
ま
す

。

時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
9

時

～
T
浚
↓
時

受
付
場
所
　
杰
7
百
千
住
)
・

7
豐

議
室

入
居
予
定
日
　
平
成
5
年
y
】
月

申
込
方
法
　
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
募
集
期
問

内
に
受
付
場
所
へ
略
疋
宋

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
堡
ぷ
爬
用
料
な
ど
く
わ
し
く

は
、
入
居
者
罅
集
の
し
叭
心
り

膏
x
ん
く
だ
さ
い
。
ズ
居
者

募
集
の
し
お
り
」
、
申
請
潛
は
、

私
庁
舎
(
干
住
)
・
高
齢
占
福
祉

課
、
&
擶
祉
事
務
所
(
昃
J

お
よ
外
苫

区
民
事
務
所
刄

…月
5

日
か
ら
配

布
し
汞

す
。

問
合
せ
先
　

本
庁
舎

八千
庄
)

。

高
齢
者
福
祉
係

a
{
肖
2
T
1
1

㈹

( 仮 称) シ ル バ ー ピ ア 東 稜 瀬 完 成 予 想 図

区
政
情
報
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

実
施
中
「
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」

(
3
2
7
2
)
8
6
0
0

区
役
町
が
休
み
の
土
1
日

呼
日

、
休
日
、
さ
ら
に
平
日

の
業
務
終
了
後
に

、
電
話
で

休
日
診
療
所
や

、
図
肖
館
な

ど
の
区
の
施
設
に
つ
い
て
お

問
い
白
わ
せ
に
お
酉
え
し
}ま

す
。N

T
T

の
可
ヘ
レ
ー
タ
ー

が
-
N
T
T
の
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
ア
夛
」
と
て
求
す
の
刄
　

「
足
立
区
の
」
一
」
に
つ
い

て
知
n
た
い
の
で
7
y
パ

傴

邸

薗
廼
だ
さ
い
。

□
利
用
時
間

▽
士
曜
日
1
:
午
前
9

時

～
午
後
1
時

▽
日
曜
日
・
休
日
…
午
前

9
時
～
午
浚
5
時

▽
月
匚
金
曜
口
…
午
後
5
　

時
～
午
唆
日
時

□
現
在
提
供
中
の
主
な
情
報

▽
休
日
診
療
所

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
連
絡
先

▽
図
書
館
の
休
館
日
、
連
絡

先
▽
放
置
自
転
車
の
撤
去
先
、

引
き
取
り
方
法

▽
商
店
街
土
日
祝
日
駐
車
場
(

竹
の
塚

、北
千
住
付
近
)

▽
博
物
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
、
花
畑
記
念
庭
園
、
都

市
農
業
公
園
等
の
連
絡

先
、
交
通
機
関
等

▽
住
民
票
を
土
曜
日
に
受
け

取
る
方
法

便
利
帳
の
テ
レ
フ
ォ
ン
版

で
了
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。(
広
報
課
〉

掲
示板

(
仮
称
)

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
扇

職
員
募
集

(仮
称
)
特
別
養
護
老
人
ホ
L

扇

の
管
理
・
運
堂
萃
愕

う

糯
釧

覃
崖

人
聖
虱
会
で
は

、

職
員
を
募
椥
し
て
い
ホ
罵

募
集
職
種
　

禀

陥

、n
護
婦

調
理
罸

、理
学
1
作
業
療
法
士

対
象
　

▽
看
護
婦
1
:
4
0歳
位
ま

で

▽
そ
の
地
の
職
種
1
:
3
5
　

歳
倥
ま
で

勤
務
場
所
　
(

仮
称
)
区
立
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

扇
、
扇
一
丁
目
5
2
番

勤
務
開
始
　

平
成
5

年
4
月

申
込
・
問
合
せ
先
　

社
会
福
祉

法
人
聖
風
会

花
畑
4
1
3
9
　
　
1
0

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

敬
老
の
日

銭
湯
無
料
開
放

き
ょ
う
は
敬
老
の
日
で

す
。6
5歳
以
上
の
万
ば
、
区

内
の
銭
湯
に
無
料
で
入
浴
で

堂

竃

番
台
で
年
畍
唇

げ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
等

は
不
弯
に犬

な
お
、詢
赳
―
貝
ぼ
民
・

都
民
の
日
)
は
、
区
民
全
貝

が
対
象
の
無
料
開
放
を
罘
走

し
て
い
ホ
冤

問
合
せ
先
　

本
庁
舎
孚

住
)・
健
懣
扁
諌

(
3
8
8
2
)
1
1
1

1
㈹

届きましたか
リブ・イン' 92

( わたしの便利帳)

ヴ

ブ
・
イ
ン
=

二
v
i
n
g
I
n
f
o
r
-

ヨ
ー

呂
9
2

匸

わ

た
し
の

便
利

譽

を

、
8
月
F

句
に

、

莊
足
立
区

ジ
ル

バ

I
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

が

、
X‥家
庭
に
お
届
け
し
ま

し
た

。

ま
だ

、お
手
元
に
届
か
な

い
ご
家
啀
が
あ
り
ま
し
た

ら

、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

な
お
、
リ
ブ
ー
イ
ン
は
お

近
く
の
区
民
事
務
所
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
〒

住
)・
広
報
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1

1
㈹

秋の区内めぐり
グループで
施設見学を

区
内
の
公
共
施
設
を
バ
ス

で
巡
り
、
秋
の
一
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日
　
W
T
W

こ
平

日
計
5
回
)

時
間
　
午
前
9
時
沺
分
～
T
　

唆
不
時
(
巾
人
決
廿

見
学
施
設
　
劉
土
博
物
館
、

東
京
武
道
館
、
花
畑
記
念

庭
園
、
中
川
処
理
場
ぼ
か

対
象
　
1
8歳
以
上
の
健
康
な

区
民
で
構
成
す
る
2
0人
以

卜
卸
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に

グ
ル
ー
プ
叭
、
代
表
者
の

住
所
、氏
叭

電
話
乕
甘
、

「
グ
ル
ー
プ
聚
臂
壑
会

希
渭

」と
明
記
(
1
グ
ル

ー
プ
ト
通
に
限
る
)

※
心
暉
が
y
グ
ル
ー
プ
を
把

え
た
塲
劭
は
切
退
に
な
n
ま

す
。
ま
た
、
見
学
日
や
コ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
代
表
者
と

打
ち
(
‥わ
せ
て
決
定
し
ま

す
。

申
込
期
限
　
9
月
3
0ぽ
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎

(干
住
)
吉
報
課

〒
剛一

千
住
1
4
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1

1
㈹
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福

祉

老
人
医
療
制
度

孝
入医
療
制
度
に
ほ
、
国
の

医
療
給
付
と
、
都
の
医
療
費
助

成
Q
戛

区
の
看
護
料
螽
勗

既
が
あ
り
}
チ

。(表
1
)

対
象
と
な
る
方
で
、「
医
療

証
」
の
な
い
方
布
ぷ
ぴ
一
部
負

担
豪
の
特
則
(
表
1
※
印
)
に

莅
宇
る
万
は
、
手
続
枩
さし

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(千

住
)
・
高
齢
者
医
療
係

表1　 老 人 医 療 制 度

福
祉
事
務
所
の

相
談
ご
案
内

□
生
活
に
お
困
り
の
方
に

軻
気
な
ど
で
勵
け
な
ぐ
な
っ

て
収
入
が
減
り
、
牛
活
費
や
医

療
費
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

□
高
齢
者
の
方
に

考
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
所
、
家

庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
と
の
相
鷸
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

艮
や
更
生
医
療
の
給
付
な
ど
の

相
談
を
受

け
付
け
て
い
求
す
。

ま
た
、ろ
冫
の
の
方
に
は
、

専
門
の
手
話
通
訳
者
が
相
談
の

お
舌
広
い
を
し
i
瓦
日
時
は

毎
月
第
t
木
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
翌
日
)
、午
後
L

時
～
4

時

で
す

。

□
精
神
薄
弱
者
(

児
)

の
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
援
護

揄
謖
へ
の
入
所

、
愛
り

吏
帳
の

交
付
な
ど
の
相
談
奮
刄
け
付
け

て
い
ま
ま

。

□
母
子
家
庭
の
方
に

2
0歳
未
満
の
児
童
の
い
る
母

子
家

庭
の
経
済
上
の
問
題
、
児

童
の
就
学
等
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
手

助
け
の
た
め
に

、
事
業
開

始
・
継
続
資
金

、
住
宅
資
金

お
よ
び
晨
職
・
就
学
支
度
金

な
ど
の
申
請
を
受

け
付
け
て

い
ま
す
。

母
子
寮
　
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
聚
珊
凡
j
i

麥
千

分
に
養
育
す
る
冫
と
が
で
き

な
い
に
子
冢
庭
の
方
に

、
母

子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま

す
。

ひ
と
り
親
家
庭
休

養
ホ
ー
ム

指
定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
2
　

泊
、
無
料
ま
政

屁

駟
な
料

金
で
提
供
し
て
い
ま
す

。

□
女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な

ど

か
ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を

求
め
る
ヌ
性
や
、
様
々
な
問
題

柴
垣
ズ
で

困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受

け
付
け
て
い

求
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の

方
に

家
庭
相
談
　
家
庭
相
談
員
が
、

家
庭
内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ホ
歹
。

児
童
相
談
　

思

慕
鏐

洵

が
、

子
戸
石

の
養
育
や
障
害
屁
と

の
問
題
に
つ
い
て

、
相
談
を

鷽
け
付
け
て
い
求
す
。
相
談

日
時
は
I

邁

月
・
木
曜
日

(
中
部
福
祉
祟
務
所
は
木
曜

日
の
み
)

の
午
前
9
時
～
正

午
で

罵

※
相
談
日
時
は
、指
定
の
あ
る

も
の
を
除
瘴
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
i
時
で
t
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず

れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(

表
3
)

へ
。

表2　平成4年度( 福) 所得制限基準額表

※ 扶養親族が2 人以上の場合は原則とし て35万円を 加算し ます。

表3　 福祉事務所一覧「
お
む
つ
等
を

贈
る
運
動
」

東
京
善
意
銀
行
の
依
頼
で

「
施
設
へ
お
む
つ
等
を
昭
る
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
敷
心
願
い
y

チ

。

受
付
期
間
　
1
0
月
1
2日
～
2
2
日

受
付
場
所
　

お
近
ぐ
の
各
福
祉

事
務
所
、
ま
に
は
、
社
函
福

祉
協
頡
会
鼻

掫
一

受
付
品
目
　
表
4

の
と
お
り

※
表
記
以
外
の
品
物
は
慙
垤
の

都
合
上
、
別
の
機
会
に
お
願
い

し
ま
す

。

問
合
せ
先
　
拡

拙
渭

協

議
会

事
務
局

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

表4　 受付品目一覧

あ
い
あ
い
ラ
ン
チ

お
届
け
し
ま
す

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て

、
千
住
地
域
に
お
住
ま
い
の

高
齢
者
の
方
膏
対
象
に

、
1
0月

か
ら
宅
配
昼
食
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
巫
J

。
こ
れ
は
、
お
ご
し
よ

り
の
瘻
l

痞

の
謗
叨
と
栄
養

面
か
ら
の
食
牛
活
の
向
卜
忝
目

指
し
て
吁

冫
サ
ー

ビ
ス
'
に夛

。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
ざ
い
。

配
達
日
・
時
間
　

毎
週
月
曜
日

～

金
曜
日
、
午
前
H
時
～

午

後
1
2時
迴

万
(
公
社
稻
定
の

休
業
日
夲
啄
ぐ
)

費
用
　
一
食
6
0
0円

問
合
せ
先
　

あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

仕

事

と

経

営

特
別
経
済

講
演
会

日
時
　
9
月
2
1日
(
月
)
、
午
後

2
時
～
3
晧
汕
分

場
所
　
産
業
振
興
館

内
容
　
講
演
会
「
国
内
景
気
の

先
行
き
を
読む
」

講
師
　
金
森
久
雄
氏
(
曲
日
本

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
)

定
員

网
人

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町

庁
舎
・
工
業
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ゆ

う

の
催
し

□
初
心
者
向
け
編
み
物
教
室

(手
編
み
)

日
程
　
1
0
月
2
0
m
―
U
月
2
4
日
　

の
火
、木
曜
日
の
計
1
0
回
(
た
　

だ
し
祝
叮
は
除
さ
豕
y
)

時
間
　

午
後
1

時
3
0分
～
9

時

対
象
　
区
内
在
住

、
在
動
で
甼

編
み
の
莖
鬯

蕣

え
た
い
方

内
容
　

棒
針
、
か
酉
町
祠
み
の

胝

茘

ら
マ
フ
ラ
1

、
ベ
ス

ト
の
製
作

定
員
　
3
0
人

費
用
　

受
講
料
4

千
円
、
教
材

費
3

千
円
程
度

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
吁
か
な
)
、
年

齢
、
電
話
番
号
、「
編
み

物
教

室
希
芦

と
明
記

申
込
期
限
　
1
0
月
5

日

□
工
業
用
ミ
シ
ン
縫
製
技
能
講

習
会

日
程
　
1
0
月
5
日
～
2

日
の
1
5
　

回
(
た
だ
し
、
土

、
日
は
除

空

手
)

時
間
　

午
前
1
0
時
～
午
吟

蒔

対
象

区
内
在
住
の
初
心
者
の

方
内
容
　
某
誦
蘊
い
か
ら
プ
ラ
ウ

ス
、
ス
カ
ー
ト
の
製
作

定
員
　
1
6
人
(
先
蒼
唄
)

費
用
　

無
料
(
教
材
費
3
千
円

程
度
)

申
込
方
法
　
住
所
岑
確
認
で
き

{
も
の
(

健
康
保
険
証
等
)
　

盆

霎

し
て
區

裘

省
へ

受
付
期
間
　
9

月
2
4
日
、
午
前

9
時
か
ら

□
役
に
立
つ
旅
行
英
会
話
教
室

日
程
　

▽
火
曜
日
コ
1
ス
E
1
0
　

月
2
0
日
～
u

月
1
5
B
(
祝
E
　

除
く
計
8
回
)

▽
木
曜
日

コ
ー
ス
E

匐
鼎
背
で
1
2
月

1
0日
(

計
8

回
)

時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
　
y

9
時

対
象
　
初
心
者
の
方

定
員
　
各
コ
ー
ス
と
も
2
0人

費
用
　
9

千
円
(
教
材
費
込
み
)

申
込
方
法
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番

号

、「
英
会
話
歡
冥

‥」曜
日
コ

ー
ス
希
望
こ

萌

記

申
込
期
限
　
9

月
2
5日
必
着

□
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
入
門
教
室

日
時
　
辺
晨

甘

～
2
9
日
(
3

日
間
)
、▽
午
前
の
部
…
午
前

1
0時
～
午
後
U

時

▽
午
後

の
部
…
午
後
1

時
よ

蒔

▽
夜
の
部
…
午
後
旦

璢

芬

1
9
時

対
象
　
初
心
者
の
方

使
用
機
材
　
N
E
C

・
文
豪
ミ

ニ
5
S
1

定
員
　

各
部
と
も
2
0
人

費
用
　
9

千
円

申
込
方
法
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
年
齢

、
電
話
番

号

、「
ワ
ー
プ
ロ
教
室
○
○
の

部
希
望
に
と
明
記

申
込
期
限
　
9

月
2
5
E
必
着

―
い
ず
れ
も
卜

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

〒
1
2
0

綾
瀬
L
-
3
4
1
7
(

綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

(
a
a
)
3
5
8
6

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
都
市
交
通
実
態
調
査

交
通
の
実
能
菅
弧
y
芯

た
め
に
、
建
設
省
が
巾
心
と

な
っ
て
、
全
国
の
代
表
的
な

都
市
(
7
8都
市
)
で
、
一
斉

に
交
通
実
態
調
査

穴
I
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
)
を
実
施
k

ヂ
。

こ
の
調
杏
は
、
人
の
動
き

に
着
目
し
、
平
日
と
坏日
の

道
路
・
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
都

市
交
通
の
利
用
実
觴炙

都

市
別
に
把
握
し
、
将
来
の
総

乙
節

な
萋
弓

く
り
に
い
か

し
豕
す
。

対
象
に
な
っ
た
ご
冢
庭
は

ご
協
力
武

齟

い
し
祟
罵

対
象
・
規
模
　
今
回
の
調
査

は
L

都
市
あ
た
ひ
3
6
0世
帯

(
東
京
都
2
3区
に
つ
い
て

は
、
1
0区
受
芝
緊

じ

、

3
6
0世
帯
、
1
区
あ
た
吁
品

丗
帯
)
を
無
作
為
に
選
び
、

i
歳
以
上
(
辺
月
1
日
現

在
)
の
衾

翆

対
象
に
し

ま
す

調
査
方
法
　
調
喜
戮

跏
査

対
象
日
の
l

廴
丿
日
前
ま

で
に
各
擲

蒙

誘
問
し
、

記
入
方
法
　奮

篩

レ
な
つ

え
で
調
査
票
夲
配

布
し
、

後
日
回
収
」
乖

瓦

期
間
　
9

月
下
旬
～
1
0
月
中

旬
問
合
せ
先
　

都
市
計
画
局
施

設
計
画
部
交
通
企
画
課
　

　
(
5
3
(
～
)
)
3
2
8
　
　
<

交
通
機
関
対
策
室
>

ご協力ください
商業 統 計 調 査
( 一 般 飲 食 店)

商業実態基本調査

1
0月
1

日
を
期
日
と
し
て
商

業
統
計
調
査
お
よ
瑟
瑟

弭

態

棊
本
調
春
蚕

掫

に
¥
畳

。

□
商
業
統
計
調
査

一
般
飲
食
店
を
対
象
に
そ
の

分
布
状
況
、
販
売
活
動
を
把
握

し
、
枩
り
に
業
種
別
、
規
模
別
、

地
域
別
に
区
別
し
、
一
般
飲
食

店
の
箆
濔
弔
ぶ
に
す
る
こ

と
葬
日
的
と
し
て
い
ま
そ
y
。

□
商
業
実
態
基
本
調
査

卸
売
・
小
売
業
に
属
す
る
m

業
Q

冫
っ
、
通
商
産
栗
喬

ぷ
1

象
に

商
業
の
実
觴
蒭
叨

兌

だ

し
、

中
小
商
業
施
策
の
茎
霤

萪

を

得
る
冫
冫

肓
品
と

し
て
い
ま

す
。対

象
と
な
る
事
業
所
の
皆
さ

ん
に
は
、
9
月
中
旬
か
ら
1
0
月

上
旬
ま
で
の
間
に
調
査
員
が
っ

か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係
　
　
(
3
8
8
0
)
　
5
0
3
3

募

集

職
員
募
集

□
足
立
区
職
員
(
作
業
乙
)

選
考
日
　
穆

諮

二
日
)

採
用
予
定
年
月
日
　
平
虞
5
年

4
月
1
日
以
降

募
集
人
員
　
i
人

勤
務
先
　
東
部
・
西
部
工
事
事

務
所
、
土
木
部
関
係
所
属
等

受
験
資
格
　
昭
和
3
3
年
t
月
2
　

日
以
降
に
牛
袤
れ
た
方
で
、

義
務
教
育
終
ヱ
桎
度
の
能
力

を
有
霎
男

申
込
方
法
　
履
歴
書
―
墻
を
痔

壑
素
ほ
郵
送

受
付
時
間
　
午
前
1
時
～
午
後

i
時
(
土
・
日
・
拆
し
夲
啄

く
)

申
込
期
間
　
9
月
1
6
E～
習
　
(

当
日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千

住
)
・
人
事
係

〒
図
千
住

1
-
4
-
1
8

□
足
立
区
職
員
(
学
芸
研
究
・
I

類
)

選
考
日
　
1
0月
2
5旦
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日
　
平
成
5
年

4
月
1
日
以
降

募
集
人
員
　
冫
人

受
験
資
格
　
昭
和
2
8年
4
月
2
　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
字
W
H
P
'

学
芸
員
の

資
格
を
有
す
る
方
(
平
成
5
　

年―
月
卒
業
苓
ひ

資
格
取

贊
霑
み
の
万
も
可
)

申
込
方
法
　
次
の
も
の
を
各
1

通
持
壑
素
ほ
郵
送
　

▽
履
歴
書

▽
卒
業
証
明
書

ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

▽
学
芸
員
の
資
格
を
証
明
で

1恩
込
か
を
証
明
で
羣
(
も
の

受
付
時
間
　
午
前
1
時
～
午
後
5

時
(
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
)

申
込
期
限
　
9
鳳
胃
(

当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千

住
)
・
人
事
係
I
l
-
S
千
住
　

I
L
4
L
1
8
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国
民
年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
昆
N

ん
の
布
4
ぐ
で
、

か
な
兄

出
張
相
談
を
行
つ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
の
仕
絎み
や
手
続

責

保
険
料
の
支
払
い
方
法
な

ど
4
蛋
冢
湟
相
談
に
お
答
え

に冢

歹
。

ご
つ
ぞ
、
お
気
軽
に
参
じ

く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
表
5
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
令
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表5　9 月のねんきん出張相談口
座
振
替
に

し
ま
せ
ん
か

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
里
反

険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
ア
夛
。
口
座
振
替
に
す
る

と
t
れ
ぞ
れ
の
納
期
'
左
に
自

動
的
に
納
付
さ
れ
る
の
で
納
め

忘
れ
か
お
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ヽ
知

用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
預
金
通
帳
、
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

申
込
先
の
窓
口
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
込
先
　

預
金
口
座
の
あ
る

金

融
機
関
(
郵
便
局
か
瞭
く
)
、

区
役
所
扣
当
課
窓
口
、
各
区

民
事
務
所

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
中
央
本

町
庁
舎

▽
納
税
課

　

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1
　

▽
国
民
健
康
保
険
課
　
　

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3
　

▽
国
民
年
金
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

健

康

住区健康

フェスティバルの
開催

「
健
康
」
は
生
意
吉
と
し

た
牛
置
亙

る
た
め
の
基
本
的

な
条
件
で

罵

人
生
8
0
年
時
代

参
迎

兄
、
一
人
ひ

と
叮
か
、
健

康
雲

鍜

し
毎
日
の
怎

卮
の

中

で
健
康
つ
く
叮
忝
進
め
て
い
く

云

矣

切
荼

。

そ
こ
で
、
住
区
セ
ン
タ
ー
と
、

忽

聘

・
保
健
相
談
所
が
協
力

し
て
「
健
康
」
を
ヱ
ー
マ
と
し

た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
夛

。

自
ら
の
健
康
状
態
、
牛
活
習

慣
、
牛
活
環
靡
傴

他

見
匱
し

て
み
て
は
い
か
が
で
予
か

。

ザ
ひ

、
お
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
・
内
容
　
表
6

の

と
倪

り

費
用
　

無
料

参
加
方
法
　
当
日
直
接
各
会
場

に
お
い
で
ぐ
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
各
住
区
セ
ン
タ

ー
・
各
保
健
所
・
保
健
相
談

所

表6　 住区健康フェスティバル日程表( 9 月、1O月開催分)

*11 月 、12 月開催分は、後日 改めてお知らせいたします。

み んな の 健 康
足 立 保 健 所　 　3855- 4151
千 住 保 健 所　 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　 　3606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所　 　3880- 5351
本庁 舎( 千 住) ・保健予防 係 　3882- 1111 ㈹

ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室

水
泳
で
、f
ん
息
に
負
け
な

い
体
力
づ
く
n
を
し
ア
み
ま
せ

ん
か
。

日
程
　
1
0月
7
日
～
1
2月
1
6日

ま
で
の
毎
凖
虚
日
の
計
9
　

回
(
た
だ
し
1
1月
H
日
、1
2
　

月
2
日
は
除
堂
ヂ
)

時
間
　
午
後
3
時
～
ま
唱
芬

場
所
　
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
で
気
管
支
ぜ

ん
息
に
か
か
っ
て
い
る
小
学

生
定
員
　
2
0人

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
間
　
9
月
1
6日
～
諂
日

申
込・
問
合
せ
先
　
本
堂
只
千

住
)・
公
害
補
償
係

9
月
2
0日～
2
6日

動
物
愛
護

週
間
で
す

動
物
愛
護
週
間
は
、
晢
兄

に
、
動
物
の
愛
贋
葹
定
な
飼

養
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
7
た
め
に
「
勣
物

の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
に
葹
つ
い
て
設
け
た
も
の

で
罵こ

の
機
会
に
、
私
た
ち
の
身

近
に
い
る
勣
物
た
ち
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
凡
て
み
ま
せ

ん
か
。

□
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

飼
い
主
が
正
し
い
飼
い
方
を

知
ら
な
い
と
、
勣
物
の
健
康
を

害
す
る
に
け
で
な
く
、
人
に
迷

惑
聚
磑
兄

見
冊
を
加
え
た

り
す
る
原
因
に
な
ひ
豕
す
。

動
物
の
習
性
や
生
理
豪
ぷ
く

理
解
し
。
責
任
を
痔
っ
て
飼
う

ぷ
つ
に
」
ぶ
'乙

よ
う
。

ま
尺

一
度
飼
っ
た
ら
家
族

同
様
の
愛
情
を
痔
っ
i

戻

ま

で
面
倒
を

営
C

よ
う
。

犬
の
散
歩
に
祺

匐
{
轂
を
つ

け
て
、
瞥

与

に

。
ふ
ん
の
始

杏

忍

れ
ず
に
清
潔
な
生
活
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

□
捨
て
犬
・
捨
て
猫

も
ら
い
手
の
な
い
子
犬
・
子

猫
を
無
責
任
に
捨
て
て
し
一

つ

人
が
い
康
司

捨
て
ジ
れ
か
早

犬
・
孑
猫
た
ち
ほ

。
不
幸
な
一

生

篷

恣

にと
に
な
り
季
y
。

牛
胥
甕
ぴ
て
も
「
す
て
犬
J
「
す

ア
福
」
と
な
っ
ア
迸

隣
に
池

恐

夲
か
け
る
仔
在
に
な
っ
て
し
ま

い
宋
罵

こ
う
し
た
か
わ
い
そ
う
な
子

犬
・
子
猫
を

凭

な

い
ふ
つ
に

す
る
な
め
、
飼
い
主
は
去
勢
・

不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。区

と
獣
医
師
会
で

ば
、
飼
い

猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
料
金
の

一
部
助
成
を
蹈
め
掫
した

。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
(

千

住
)
・
防
疫
指
導
係
へ

相

談

出
張
教
育
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
ぐ
の
を
嫌
が
る
、
落
ち
晉

秀
が
な
い
、
言
葉
が
遅
い
な
ど

の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
ず
。

次
の
と
お
り
出
張
相
談
を
行

い
ネ
罵

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

日
時
　
9
尽
谷
(
日
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
4
時

場
所
　
舎
人
セ
ン
タ
ー

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
当
日
唐
桜
会
場
へ

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相
談
室

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
川
放
水
路

試
験
通
水
開
始

一
級
河
川
水
質
汚
濁
ワ
ー

ス
ト
ー
(
1
2
年
連
続
)
の
梭

瀬
川
の
烽
化
に

、
国
、
都
、

足
立
区
を
氈

酖

市
は
力
を

入
れ
て
い
ホ
罵

今
回
、
中
川
と
綾
瀬
川
を

結
ぶ
綾
瀬
川
放
水
路
9

測

部
分
が
{
蔑

し

、8
月
2
4
日

に
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
水
路
は
全
長

約
4

㎞
。
恵

示
外
郭
環
状
道
路
沿

い
に
1

本
計
画
さ
れ
、
南
側

馨

は

糸

経

完
成
予
定

で

す
。
綾
瀬
川
が
増
水
し
た

時
に
は

。中
川
ヘ
ポ
ン
プ
(
燬

大
2
5㎡
/
秒
)

で
放
流
し
ボ
害

盆
靨
ま
す
。

逆
に
渇
水
時
に

は
。
中
川
か
ら

水
(
最
大
5

㎡
/
秒
)
岑
取
n

入
れ
綾
瀬
川

の
水
質
浄
化
を

し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
環

境
課
調
杏
葆

　
(
a
o
)
5
3
7

お

知
ら

せ

児
童
遊
園
が

休
園
し
ま
す

扇
一
丁
目
親
栄
諞
碣
薗
は

崟
異
歳
工
事
の
な
め
、9
月

下
旬
～
平
成
5
年
1
月
ま
で
休

呷
釜
需

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
印
舎
・

公
園
課(

3
8
8
0
)
5
2
6
1

区
役
所

地
下
駐
車
場

の
お
休
み

栄

洒
掃
の
た
め
地
下
駐
車

場
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

日
程
　
9
丹
2
6日
(
占

問
合
せ
先
　
ま
石
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

区制60 周年記念
平成4 年10月1 日

生まれの赤ちゃんに

記念品を 贈呈

平
成
4
年
1
0月
1
日
に
生
ま

れ
、
区
民
と
な
る赤
ち
ゃ
ん
に

区
制
6
0周
年
を
記
念
し
て
お
祝

い
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
3

記念品の写真たて

区
議
会

区
議
会

第
3
回
定
例
会

区
議
会
第
1
回
定
例
会
本
会

議
が
開
か
れ
ま
す
。

日
程
　
9
月
2
2・
2
4・
2
5・
3
0
　

日
・
四
丹
2
6日

い
ず
ひ
も
午
後
廴
時

※
な
お
、9
丹
2
2日
㈹
の
開
会

前
に
議
場
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
(
千
住
)
・

区
議
会
事
務
局

掲示板　無料税務相談/ 日時、9月20日(日)、午前10時～午後4 時/ 場所、西新井区民ギャラリー/ 問合せ先、東京税理士会西新井支部　　( 3889) 4608㈹
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第7 回足立区観光
写真コンクール
皆さんの秀作を

お寄せください

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、
写

真
夲
通
し
て
「
ふ
る
煢
居
笠

」

の
姿
を
ぷ
く
区
の
内
外
に
紹
介

す
る
た
め
、
観
光
写
真
ゴ
ン
グ
1

ル
稾
茄
U

季
y
。

皆
さ
へ

小
名

アχ
芯
募

く
だ
さ
い
。

題
材
　
区
内
の
公
共
施
設
、
名

所
・
旧
跡
、
文
化
遺
産
、
伝

統
行
事
、
河
川
、
街
並
な
ど

応
募
規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

4
ツ
切
ひ
(
ワ
イ
ド
4
ツ
切

り
は
除
く
)

応
募
資
格
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

応
募
要
領
　
「
応
募
用
紙
し
に

所
要
事
項
を
記
入
の
う
凡
、

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

応
募
先
　
足
立
区
観
光
協
会
事

務
局
ま
た
は
、
区
内
写
真
商

業
協
同
樊
笳
盟
店

※
応
募
用
紙
は
、
足
立
区
観
光

篦

輦
務
局
に
常
時
置
い
て
あ
2

臺

。

表
彰
　
区
長
賁
L
点
特
選
2
　

点
凖
特
選
t
点
入
選
1
0
　

点

佳
作
1
5点

応
募
期
限
　
平
成
5
年
1
月
末

問
合
せ
先
　
足
立
区
観
光
協
会

令
央
本
町
1
7

馨
素

興
課
内

〒
ほ
中
央
本
町
1

―
1
7―
1
)

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

イ
ン
オ
ー
タ
ム

秋
の
一
日
、
さ
わ
や
か
な
歌

声
彖
夕
や
け
に
¥
詈

。
皆
さ

ん
谿
誘
い
合
わ
せ
の
う
凡
、
ご

来
場
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
2
6貝
土
)
、
午
後

6
時
3
0分
開
演

場
所
　

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
(
入
場
無
料
)
、
満
員
の

際
は
入
場
を
お
断
わ
り
矛
る

公

恭

あ
豎

手

。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

曲
目
　

夢
汞

笹

て

、
赤
淞
兀
　

ぼ
、
小
烏
の
旅
、
川
ほ
か

問
合
せ
先
　

事
務
局
・
薬
師
神

(
3
(
s
5
2
)
3
2
3
2
　

(
夜
間
)
、
ま
た
は
本
庁
舎

(千
住
)
・
文
化

振
興
係

(
a
2
Y
I
L

士
㈹

あ
だ
ち
区
民
大
学
<
文
化
・
芸
術
コ
ー
ス
>

「
伝
統
文
化
へ
の
誘
い
」茶

道
・
華
道
・
香
道
を
中
心
に

茶
道
、
華
道
丿
贋
苓
甲
心

に
、
そ
の
歴
史
や
魅
力
に
つ
い

て
学
び
、
ぱ
本
の
冫
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
さ
豕
す
。

日
程
・
内
容
・
講
師
　
表
I

の

と
お
り

時
間
　
午
後
6
時
4
5
分
～
8
時
　

雰
場
所
　

勤
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

対
象
　
区
内
在
住

、
在
動
、
在

学
で
全
回
出
席
可
熊

芳

定
員
　

約
8
0人
(

圸
邏
)

費
用
　

無
料
(

教
材
費

等
は
実

費
負
担
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
「
文
化
・
芸
術
コ
ー
ス
希

望
匸

萌

記

申
込
期
限
　
9

月
習

に
(必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

本
庁
舎
ら千

住
)
・
文
化
振
興
係

〒
圜

千
住
I

―
4

―
1
8

(
3
R
8
2
)
I
I
I
　

㈹

表1　 あだち区民大学( 文化・芸術コース) 日程表

情 報 コ ー ナ ー

少年活動リーダー講座　第4 期
「世界の子どもたちは今」

欧米、アジアの学校制度と子ど
も たちの学校外活動は、ど のよう
にお こな われ てい るの でし ょ う
か。日本では、9 月から学校週5
日制が導入されまし た。外国の状
況を知り 、こ れから の学校外活動
のあり 方を 考えます。
日時 ・場所・内容 右表のとおり
対 象16 歳以上の区内で地域活動

をし ている方、または 興味のあ
る方

申込方法　所定の申 込用紙、電 話
またはハガキに庄所 、氏名、電 話
番号、所属団 体、生年月 日を明 記

申込期限　9 月25 日
申込・問合せ先　本庁舎( 千住) ・

少年育成係
〒120 千住1- 4- 18

H3882-
1111㈹

※ 時 間は い ずれも 午 後7 時～9 時

青年センターの催し

手作り 子育 て教室
第4 回秋の手 作りお やつ

おかあさんが幼児のた めに作る
おやつをいろいろ作 ってみます。
日時　9月30日( 水) 、午前10時　～

正午
定員　20 人( 先着順)
費用　400 円( 材料費)
申込方法　電 話( 9 月17 日午前9　
時力ヽら)
子育てを 応援します
子育 て通信ラ ッコづくり

子育ての体験や必 要な情 報を 素
材にして、新聞づくりをし てい ま
す。誰でも参加でき ます。
日 時　9 月18 日( 金) 、午 前10時
～正午

費用　無料

申 込方法　当 日直接会場へ
※ 手作り 子育て教室、子育て通信
ラッコづく りでは、お子さんの保
育を実施し ます。お問い合わせく
ださい。

大恐竜講座
サンシ ャイン大恐竜博監修の金

子隆一氏 による講義と、アメリカ
自 然史博物館に日本で初めて模型
作り を依頼された海洋堂スタ ッフ
による模型( ジオラマ) 作りの講
座です。ただ今追加募集中です。
日時　9 月17・24日、10月1 ・8　
日、午後7 時 ～9 時

対象　高校生以上
費用　3000 円 〔教材費〕
申 込方法　電話

一いずれも 一
場所・申 込・問合せ先　 青年セン
タ ー 　3890 ―〇〇61高齢者問題講座

『老いを 愉し む』
参加者募集

今や人生80年時代。講座では女
性も 男性も高齢期を人間らし く暮
らし ていくために求められる生き
方や、考え方等について検討し て
みます。まだ若いから関係ないと
思 っている方や男性も、ぜひご 参
加く ださい。
日時 ・内容　右表のとおり
対 象　区内在住・在動・在学の方
定員　40 人( 抽選)
費用　無料
申 込方法　往復ハガ キに住所、氏
名( フリガ ナ) 、年齢、職業、電
話番号、希望 理由を明記

申 込期限　9 月25日必着
場所 ・申 込・問 合せ先　女性総合
センタ ー「高齢者問 題講座」係

〒123梅田7- 33- 1 エル・ソ
フィア内 　3880- 5222

※ 時 間 はい ず れ も 午 後2 時 ～4 時

第45回区民体育大会参加者募集

□ 相撲 大会
日時　9 月27 日( 日) 、午前n 時30　
分受付 ※ 雨天の 場合10月1 日

場所　西新井 大師境 内
対象　区内在住の小・中学 生
試合方法　 名学年ご とのリ ーグ戦
費用　 △ 小 学生 … 100円 △ 中学
生m2( x) 円

申込方法　当 日会場 へ、費用に冫
問合 せ先 宝田昌 和

113888- 4349
□ 陸 上競技大会
日時　10 月25 日( 日) 、午前8時受 付
予備 日11月1 日( 日)

場所　平野運 動場
対象　区内 在住・在動・在 学の方
競技種目　 △ 一般男 子 一女 子 △・
壮年男子( 40a 代 、50歳代、60　
歳以上) ・女子( 35 歳以 上) l >　
中学男子 ・女子

費 用　 △ 一 般・・・7( x)円 △ 中学 生
… 200 円 △ 一般リレー… 8410円
△ 中学塵Ξリレ ー・・・60( Fミj

申込方法　 費用を持 参のう え直接
申込先 へ

申込期限　10 月9 日、午後3 時
申込・問合せ先　鈴木澄夫 〒120　
千住旭町38- 1 第16中学 校内

3888- 6436
□ クレー射撃大会
日 時　9 月20日 旧) 、午 前9 時

～午後4 時
場所　栃木県総合射撃場
参加資格　区内在住、在動者で、
散弾銃を所持の方

競技種目　ト ラ ップ、スキ ートの
部( 各25個撃)

費用　4000 円( 当 日会場に持参)
申 込方法　電話または直接会場へ
※ 銃砲所持許可証、大薬類譲受許
可証を必ず持参してください。
申 込期限　9 月17日
申込・問合せ先　区連盟・吉田宏

3888- 7831
□ 庭球大会
日時　10 月18・25日、午前9 時 ～午
後5 時( 予備日10月25 日、11月
1 日)

場所　北千住公園テニスコ ートほ
か

対象　区内在住 ・在動・在学( 大
学生のみ) の方

競技種目　一般男子・女子 、壮年
男子( 45 歳以 上) 、混合( ミ ック
ス) の各ダブ ルスト ーナメント

費用　1 組2000 円( 当 日会場へ持
参)

申込方法　往復 ハガキに 住所、氏
名、年齢、性別、職業。 競技種
目を明記

申込期限　9 月24 日必 着
申込・問 合せ先　浦中和夫 〒121　
竹の塚4- 3- 25- 305

3884 ―5536

男性改造講座
「今、夫婦を見つ める 」

今、女 性が 、そし て女性と男 性
をめぐる状況が 大きく 変化し てい
ます。こ の講座 では 、熈梦右女 性
のよりよい関係を求 め「夫婦」のラ
イフ ステージを 見つ めます。あ な
たも二人の「いい関係」を求 め 変゙
る ″ き っかけをつくり ませんか。
日時・内 容・講師　 右表のとおり
対象　男性の方( 無 料)
申 込方法　電 話または ハガ キに、
住所、氏名、年齢 、職業を明 記

場所・申 込・問 合せ先　女 性総合
センタ ー「男性改 造講座 」係
〒123 梅田7- 33- 1 エル・ソ
フ ィア内 　3880- 5222

※ 時間 は 第7 回を 除い てい ず れも 午後7 ～9 時

第7 回 は午 後6 時30分～9 時

小さな動物たちと遊ぼう

ふれあい動物園
さわやかな 秋風の吹く公園で、

金魚すくいをしたり 、ポニーに乗
ったり、やぎや ひよこ 、モルモッ
トなどのかわいい 動物たちと仲良

し になり ませんか。
日 時　9 月27日( 日) 、午 前10時
～午後3 時、 ※ 雨天の場合は10　
月4 日

場所　千住公園( 千 住大川町35 ―
1)

問合せ先　中央 本町庁舎 ・公園管
瓸nイ系153880- 5261

RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

I , S　240, 000


